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ご挨拶

拝啓、貴社ますます盛栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し
上げます。

この度、IDGジャパンでは皆様のビジネスを創出、拡大していただける場としてのイベント、今年で
第三回目となる「Business Blog & SNS World 2008」を2008年5月28・29・30日に東京ビックサイトに
て開催いたします。

ここ数年の動きの中で、もはやブログ/SNSについては世界的に認知されたといってもよいでしょう。
日本においても2005～2006年においてブログの認知率はほぼ100％となり、「個人レベルの情報発
信メディア」として広く浸透しました。

さらに、この事実を裏付けるかのように現在では日本語ブログが世界中のブログ全体に占める割
合は約４割となり、英語のブログを抜き世界一の数となっております。

2007年5月の総務省の調査によれば現在ブログ/SNSを導入している企業は20社に1社、従業員数
が2000名を超える大企業では10社に1社がブログ/SNSを導入しているとの調査結果も発表されて
おります。

今後のブログ/SNS市場は個人にとどまらずビジネス利用としても拡大し、2011年までに1706億円
規模の市場に拡大すると予想されております。このような背景もあり、現在では多くの企業がブログ
/SNSへの取り組みの検討・着手に乗り出しております。

第2回の2007年5月開催の本イベントでは、情報システム部門にとどまらず、営業、人事、総務、CS
部門等のみなさまにもご来場いただき、大変ご好評をいただきました。

関係各位におかれましては、何卒、本展示会の趣旨をご理解いただき、この機会に是非、積極的
なご出展・ご参画を賜りたくお願い申し上げます。
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将来のBlog/SNSの市場規模予測

■2011年までに1706億円規模に拡大！！

ブログ市場規模は、ブログを提供するポータル事業者がブログサービスを提供することで得られる次の収入の総計
各ブログにおけるインターネット広告、有料ブログ利用料、法人向けブログ利用料、ブログを活用した出版による収入、
ブログを通したECサイトの紹介手数料。なお、ブログ上で利用される有料のデジタルコンテンツについては含んでいない。

SNS市場規模は、SNSを提供する事業者がサービス提供にともなって得られる次の収入の総計。
SNSにおけるインターネット広告、有料SNSの利用料、SNSを通して得られるEC手数料。
なお、SNS上で利用される有料のデジタルコンテンツについては含んでいない。
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Blog/SNSの利用状況

20% 30% 50%

57% 43% 0%

64% 36% 0%

80% 20% 0%

36% 64% 0%

50% 21% 29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用率

1～49人

50～99人

100～499人

500～999人

1000～4999人

5000人～

企
業
規
模

利用してない 一部利用 広い範囲で利用

5000人以上の大規模企業では、50％が一部利用または広い範囲で利用と回答。また、社内の広
い範囲で利用する企業も、すでに29％存在し、前回調査の12％に比べ大幅に増加を見せている。
逆に500人～999人の規模では「利用していない」が80％、100人～499人が64％と普及率が低い。
これはこの規模の企業では既存のグループウェアや企業ポータルをリプレースしてもTCOの面でメ
リットが出にくいから、と考えられる。100人未満の企業では、最も高い50％の企業が、社内の広い
範囲で利用と回答しており、一部利用を足すと80％に達する。グループウェアが必要になった際に
安価なブログ・SNS製品を導入していると考えられる。

■普及が進んでいる社内ブログ/SNS

ビジネスブログ・SNS 国内企業の実態&意識調査より

出典：IDG Expoリサーチ 2007年8月24日 発行
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Blog/SNSの導入ニーズのリサーチ

■直近で高い導入ニーズ

21%

10%

29%

14%
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１年以内の導入（利用拡大）
を積極的に考えている

１～３年後を目処に、導入を
考えている

時期は未定だが、容易かつ
安価に導入できるなら利用し
たい

他社の成功事例など導入効
果が確認できれば検討したい

現時点では、積極的な利用
意向はない

社内ブログ/SNSの利用意向、およびいつごろの導入を考えているかの問いに対して上記の図の示す結果となった。
以上の調査結果から分かる通り、7割以上の企業がなんらかの検討の意向を示しており、
依然としてブログ・SNSに対する導入機運は高いものであると言える。

ビジネスブログ・SNS 国内企業の実態&意識調査より

出典：IDG Expoリサーチ 2007年8月24日 発行
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開催概要

Business Blog ＆ SNS World 08

2008年5月28日（水）・29日（木）・30日（金）／3日間

東京ビッグサイト（東京国際展示場）

株式会社ＩＤＧジャパン

ソーシャルネットワーキング.jp／enNETforum／ Feed Business Syndication

intra BLOG/SNS Users Group／社内ブログ活用研究会／wikiばな
イントラブログ・コンソーシアム／日本ナレッジマネジメント学会／
アルファブロガー運営委員会／WebSig 24/7／OpenPNEプロジェクト 他

コンファレンス30セッション、展示会 約100小間

6,000人 (2007年 来場者数 5016名)

○ デモンストレーション展示会
○ コンファレンス （基調講演、インダストリーセッション、ワークショップ、オープンシアター）

○ その他

Linux World Expo 2008  (2007年来場者数 39,166名)

名 称

会 期

会 場

主 催

後 援
（予定/申請中）

規 模

目標来場者数

イベント構成

同時開催
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前回のBusiness Blog & SNS World

【 2007年度 来場者数 5016名】

アンケートの結果、来場者の実に47％がイントラブログの導入を予定または検討、ビジネ
スSNSの導入に関しても44％という結果となり、今後さらにイベントの拡大が期待されま
す。ブログマーケティングに関する調査でも40％という高いリサーチ結果となりました。
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Business Blog ＆ SNS World 08 テーマ

「WEB2.0ビジネスにおけるCGM活用戦略 」

現在、企業で求められているのは単なるコミュニケーションツールでは無く、
社員の持っているノウハウや経験、顧客の生の声と言った知恵を共有できる
仕組みです。

最近ではCGM(Consumer Generated Media)、SGM（Social Generated Media）
といったブログやSNSを利用した個人発のメディアが、企業のPRやマーケテ
ィング活動の対象として無視できない規模へと成長しております。

そのため社内/外を問わずノウハウや顧客のニーズを集積・共有・活用する
ことが、社員の生産性、ステークスホルダーとのリレーションシップを向上さ
せるカギになるとＩＤＧジャパンでは考えております。

『Business Blog ＆ SNS World 08』では、ビジネスブログ/SNS・情報活用ツ
ール等の普及を通じて、ビジネスシーンでのさらなる活用を来場者に提案し
て参ります。

御社におかれましては是非ともご支援を賜りたく存じ上げます。
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Business Blog ＆ SNS World とは

¸ ビジネスの現場でブログ、SNSおよび情報活用ソリューションの

¸ 具体的な活用法として以下を紹介していきます。

ü 社内情報の共有・発信ツールとしての活用 (サイト内検索、全文検索、RSS、SBM、社内Wiki)

ü マーケティングツールとしての活用 (ポッドキャスト・テキストマイニング・バズマーケティング)

ü コンプライアンスツールとしての活用 （CMS,情報発信）

ü 人材確保のツールとしての活用

¸ 想定来場者

ü CS部門/ユーザー部門の管理者・担当者

ü 広報宣伝/マーケティング部門の管理者・担当者

ü 経営/経営企画部門

ü 総務/人事部門

など

普及を啓蒙/提案するイベントです。
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ご出展をお勧めする理由

¸ 従来のグループウェアより柔軟性のある情報共有ツールが欲しい

¸ 会社の資産として増え続ける社内ノウハウだが、大量すぎて上手く活用できてい
ないのが現状・・・必要なときに必要な情報の出し入れはできないのだろうか

¸ 従来の求人広告だけでは優秀でやる気のある人材の採用が難しくなったが何か
新しい求人媒体はないだろうか

¸ 既存で抱えている顧客/会員のニーズを将来の商品やサービスに反映し、顧客/
会員の満足度の向上を図っていきたい

ユーザーのブログ・SNS導入の動機と問題

で御社のソリューションを見る、聞く、分かる

解決！

ビジネスに直結する引き合いや、来場者との会話を通じて
ユーザーニーズの把握などリアルイベントならではの利点がございます。
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コンファレンス

¸ 有識者による基調講演

¸ イントラネットへの導入と活用について

¸ マーケティングツールとしての活用について

¸ 活用事例紹介

¸ 運営のリスク回避策について

¸ システム/サービス紹介

¸ ユーザー企業による導入に関する講演

¸ 海外での事例

以上のテーマを会場内の2つのセミナー会場（200名ｘ1、100名ｘ1）を
使用してプレゼンテーションを行います。

コンファレンステーマ：
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東京ビックサイト 西4Hall を会場とします。
200席、100席 の2つのセミナー会場がございます。

会場プラン （イメージ）

※現状のプランであり、今後デザイン、
仕様が変更される場合がございます。

Blog & SNS World




